
平
成
二
十
六
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十
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受
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号

内
閣
衆
質
一
八
七
第
六
四
号

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
自
動
車
関
連
税
制
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
自
動
車
関
連
税
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

自
動
車
取
得
税
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行

う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下
「
税
制
抜
本
改
革
法
」
と

い
う
。
）
第
七
条
第
一
号
カ
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日
に
与
党
が
取
り
ま
と
め
た
「
平
成
二
十
六

年
度
税
制
改
正
大
綱
」
（
以
下
「
大
綱
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
税
金
に
税
金
を
か
け
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
課
税
標
準
に
は
自
動
車
取
得
税
に
相
当
す
る
額
は
含
ま
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

自
動
車
重
量
税
は
、
自
動
車
の
走
行
が
道
路
の
損
壊
等
や
大
気
汚
染
な
ど
の
多
く
の
社
会
的
費
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
道
路
等
の
社
会
資
本
の
充
実
に
対
す
る
要
請
が
強
い
こ
と
に
着
目
し
て
、
広
く
自
動
車
の
使
用
者
に
対
し
て
負

担
を
求
め
る
と
い
う
趣
旨
で
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
後
に
お
い
て
も
、
自
動
車
の

一



走
行
が
道
路
の
損
壊
等
や
大
気
汚
染
な
ど
の
社
会
的
費
用
を
発
生
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
自
動
車
の
使
用
者
は
道
路
整

備
等
に
よ
る
利
益
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
引
き
続
き
課
税
す
べ
き
理
由
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
税
制
抜
本
改
革
法
第
七
条
第
一
号
カ
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
綱
を
踏
ま
え
、

見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
税
制
抜
本
改
革
法
第
七
条
第
一
号
カ
に
お
い
て
、
自
動
車
取
得
税
の
見
直
し
を
行
う
に
当
た

り
、
関
連
税
制
の
在
り
方
の
見
直
し
を
行
い
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
地
方
に
お
い
て
は
、

道
路
、
橋
り
ょ
う
の
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
の
財
政
需
要
も
大
き
い
こ
と
、
軽
自
動
車
と
小
型
自
動
車
の
税
負
担
に
つ
い
て

不
均
衡
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
納
税
者
の
負
担
軽
減
に
も
配
慮

し
つ
つ
標
準
税
率
の
引
上
げ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
各
市
町
村
に
お
い
て
も
、
既
に
条
例
改
正
を
行
う
な
ど
、
実
施
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
標
準
税
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
「
環
境
性
能
課
税
」
に
つ
い
て
は
、
大
綱
に
お
い
て
、
「
消
費
税
率
十
％
段
階
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度

与
党
税
制
改
正
大
綱
を
踏
ま
え
、
自
動
車
取
得
税
の
グ
リ
ー
ン
化
機
能
を
維
持
・
強
化
す
る
環
境
性
能
課
税
（
環
境
性
能
割
）

を
、
自
動
車
税
の
取
得
時
の
課
税
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
で
具
体
的
な
結
論
を
得
る
。
」

と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
与
党
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


